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（評価書の要旨） 

テーマ名 水資源政策  

―水資源計画の在り方

― 

担当課 

（担当課長名） 

土地・水資源局 水資源部 

水資源政策課 

（課長 前川 泰一郎） 

評価の目的、 

必要性 

健全な水循環系に立脚した持続的発展が可能な社会を構築するためには、水

資源政策は長期的かつ総合的な観点から計画的に推進することが必要である。

このような視点を踏まえて、これまでの我が国の水資源政策に関して、水資源

計画の在り方を中心に検証するとともに現在の課題を整理し、水資源政策及び

これに関連する政策全般について今後の対応方向を見いだすべく、評価を実施

する。 

対象政策  水資源計画を中心とする水資源政策 

政策の目的  水需要に対する供給の確保 

評価の視点  これまで、水需要に対する供給の確保等の水資源政策の目的が達成されてき

たか。都市化、産業構造の変化、国民意識の変化、気候変動等の状況の変化に

伴い国として対応すべき点はないか。 

評価手法  各種データを収集・分析するほか、水文・水資源、河川工学、法律、環境、

地方行政、マスコミ、国際関係等の学識経験者からなる「水資源政策の政策評

価に関する検討委員会」を設置して検討を進め、これらの知見を活用して、水

資源政策の効果、課題を明らかにし、今後の在り方を提示する。 

評価結果 ○ 政策の効果 

水資源開発基本計画（フルプラン）に関しては、長期的な水需給計画の策定・

公表・推進、需給ギャップの縮小、渇水被害の軽減、水資源の利用の合理化の

促進等の効果があった。 

全国総合水資源計画（ウォータープラン）に関しては、全国的、長期的な水

需給見通しの策定・公表、地域における計画的な水資源政策の推進への寄与、

健全な水循環系の構築に向けた施策の推進の効果があった。 

○ 政策の課題 

世界的な水危機の状況が今後ますます激化すると予想される中で、これに関

する世界の経済、社会活動の変化とりわけ食料問題が貿易を通じて日本国内の

経済社会問題に直結する可能性がある。さらに、地球温暖化等に起因する近年

の気候変動や降水特性の変化が国内の水需給バランスへ与える影響が顕在化し

つつあること、偏在する水資源の特性を鑑みつつ地域ごとに持続可能で最適な

水循環系を構築するための総合的な取り組みの必要性が指摘されていることな

どの課題がある。 

政策への反映

の方向 

 平常時はもちろんのこと異常渇水・震災等緊急時の対応に加え、長期的には

国家間での水の争奪や食料自給の問題等も念頭に、いわば国民生活の安全保障

の視点から国家戦略として水資源を総合的、戦略的に確保、管理していかなけ

ればならないが、喫緊には以下のような事項の実現を具体化していくべき。 



 

① 水需給の安定性の確保 

・ 利水安全度等の情報提供の充実 

・ 渇水調整方法の転換 

・ 渇水に対する備えの充実 

・ 既存ストックの有効活用と適正な整備・管理の推進 

・ 震災に対する備え 

② 健全な水循環系の構築 

・ 国等に蓄積された知見の活用と関係者の連携 

・ 安全で良質な水の確保 

・ 河川環境・地域環境の保全 

・ 地下水の適正利用 

・ 水源地域の森林の保全 

③ 水の国際問題への対応 

・ 国に蓄積された政策的知見の活用等 

・ 水資源機構等に蓄積された技術の活用等 

・ 国際的なネットワーク活動を通じた開発途上国の自立的水問題解決への支

援 

第三者の知見

活用 

・平成１６年度から平成１７年度にかけて、学識経験者等からなる「水資源政

策の政策評価に関する検討委員会」を８回開催し、専門的な学識経験等に基

づく助言を聴取。 

（委員） 

 飯村 修   社団法人日本鉄鋼連盟環境・エネルギー政策委員会副委員長

        （住友金属工業株式会社専務執行役員） 

 大久保 規子 大阪大学大学院法学研究科教授 

 岡田 光正  広島大学理事・副学長（社会連携・研究担当） 

 沖 大幹   東京大学生産技術研究所助教授 

 滝沢 智   東京大学大学院工学系研究科助教授 

○月尾 嘉男  東京大学名誉教授 

 中川 一   京都大学防災研究所災害観測実験センター教授 

 長岡 裕   武蔵工業大学工学部助教授 

 真野 響子  女優 

 水谷 正一  宇都宮大学農業環境工学教授 

 森野 美徳  都市ジャーナリスト 

 吉田 恒昭  東京大学新領域創成科学研究科教授 

（五十音順、○は座長、敬称略）

・評価にあたり、国土交通省政策評価会から意見を聴取（議事概要及び議事録

は国土交通省ホームページに掲載）。 

実施時期 平成１６年度～平成１７年度 
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